
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小論文の備えにも ニュース検定の公式教材 

 

ニュース検定の公式テキストや問題集は、大学入試の小論文に向けた備えにも威力

を発揮します。 

 

小論文試験では、いまの社会で問題となっている時事的なテーマを取り上げ、その

課題や解決策、これらに対する自分の考えなどを論述させる問題が数多く出題されて

います。 

出題の背後にあるのは「あなたはなぜうちの大学・学部に入りたいのか」「大学で何

を学びたいのか」という問いかけです。文系・理系や学部の違いこそあれ、学問の意

義が何らかの意味で世の中をよくすることにある以上、大学で学ぶことと、世の中の

ありさまを映し出す時事問題は切っても切れない関係にあります。入試の小論文で時

事的なテーマがしばしば取り上げられるのも、その大学・学部で学問・研究に取り組

むのにふさわしい問題意識や思考力の持ち主なのかを試す格好のフィールドであると

多くの出題者が考えているからではないでしょうか。 

思考力や論述力を働かせる土台として最低限の時事的な知識が求められることも、

改めて言うまでもありません。 

こうした小論文試験に一夜漬けは通用しません。日ごろから（特に志望大学・学部

に関係する）時事問題に関心を持ち、「解決が求められている課題は何か」「どのよう

な解決策が試みられてきたか」「自分ならどう考えるか」といったことを考えるくせを

つけることが大切です。「考える道筋」を身につけることが、遠回りのように見えて近

道の対策なのです。 

こうした小論文の備えにも、ニュース検定の公式テキスト・問題集は心強いパート

ナーになります。近年の大きなニュースを中心に、背景を含めて分かりやすくコンパ

クトに解説しているためです。世の中で賛否が分かれる問題について、「賛成」「反

対」それぞれの立場からどのような意見があるのかを見渡して、考えるコーナーもあ

ります。 

 

ニュース検定や公式テキスト・問題集で学んだ人であれば、ほかの受験生よりも取

り組みやすかったとみられる小論文試験の一部を紹介します。 

 

（引用した公式テキストは発展編、基礎編とも 2020年春発行の 2020年度版です） 



 

 

 

 

 

 

★例えば以下のようなニュース検定の問題に取り組んだり公式テキストで学んだりした人であれば、次の①②のよう

な思考回路を身につけることができたはずです。あとは、提示されたほかの資料から読み解いた情報を適宜活用す

れば、ゴール（目指す答案）は目前です。 

①ワーク・ライフ・バランスに向けた課題の例とは 

・女性に比べて男性の育児参加が進んでいない。 

・その大きな要因の一つとして、長時間労働が挙げられる。 

②求められる課題への対策は 

・男性の育休取得を促す方策が求められている。 

・男性の育休取得を義務づけるべきだとの意見もあるが、働く人や家庭の自由を制約するものであってはならない。 

・長時間労働をなくすため、「働き方改革」が取り組まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例１】北海道大学 経済学部（2019年度・後期） 

 資料６～資料 12（引用略：男女の育休取得率の推移、育休を利用しなかった理由、６歳未満の子どもを

持つ妻・夫の家事関連時間などの資料）にもとづき、日本においてワーク・ライフ・バランスを実現するた

めの課題と、その課題への対策について、あなたの考えを述べなさい。 

■ ニュース検定（2020年２月実施）２級の問題より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 公式テキスト発展編 p68 

【類似問題】群馬大学 教育学部 生活・健康系共通（2019年度・前期） 

                       ←2020 年度から共同教育学部 

 近年の産業構造の変化に伴い、働き方が多様化している。働くことによっておこる健康問題とその解決

方策について、職場や個人の生活における取組の視点を踏まえ、600字以内で説明しなさい。 



 

 

 

 

 

★例えばニュース検定公式テキストの以下のページで学んだ人なら、次の①～③のような基礎知識がインプットされ

ていたはずです。ただ、対策としてこれだけで十分なのかどうか。レジ袋の原則有料化だけでプラスチックごみが

大幅に減るとは考えにくいです。ほかのプラスチック製品を含めて利用を抑制する取り組みや、環境負荷の少ない

素材のさらなる開発も欠かせないのではないか――といったことを自分の頭で考えたことのある人にとっては、比

較的容易に取り組むことができた問題でしょう。 

①マイクロプラスチックとは、プラスチックごみが海に流出して細かく砕かれたもので、生態系に悪影響を与える

恐れが指摘されている。 

②マイクロプラスチックを減らす対策の一つとして、日本ではプラスチック製のレジ袋が原則有料化されることに

なった（2020 年７月）。 

③環境への負荷が小さい生分解性プラスチックの開発なども進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例２】東京海洋大学 海洋生命科学部・海洋資源環境学部（2019 年度・後期） 

 日本周辺を含む東アジアの海域では多くのマイクロプラスチックが浮遊している。海洋のマイクロプラ

スチックの増加への対策について、あなたの考えを 350字以内でまとめなさい。 

■ 公式テキスト発展編 p102 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 公式テキスト基礎編 p74 

【類似問題】東北学院大 工学部 環境建設工学科（2019 年度・推薦・AO・特別入試） 

 次の問題文について、600字以内で答えなさい。 

最近、プラスチックストローの使用禁止を宣言する飲食店が世界的に増加している。この取り組みは

どのような問題に対して行われているのか、また、この問題を解決するために、他にどのような取り組

みを行うべきかについて、自分の考えを述べなさい。 

（https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/admission/admissions/pastexam/essay/） 

https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/admission/admissions/pastexam/essay/


 

 

 

 

 

 

★ニュース検定公式テキストの以下のコラムは、コンパクトですがこのテーマを正面から扱っています。こうした賛

否両論の例に目を通しながら、「自分ならどちらに賛同するか」「その場合、自分と異なる意見に対してどのように

反論すればよいのか」といったことを一度でも考えたことのある人なら、1000 字という長めの論述でも苦になら

なかったことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例３】新潟大学 法学部（2019年度・前期） 

 高齢運転者による死亡事故件数を減らすために、高齢運転者の運転免許証を強制返納させることの是非に

ついて、強制返納によって生じるメリットとデメリットに言及しつつ、あなたの意見を 1000字以内で述べ

なさい。 

■ 公式テキスト基礎編 p65 



 

 

 

 

★これ自体は小論文というより、知識を問う記述式問題の例です。ニュース検定に取り組んだり公式テキスト・問題

集で学習したりすることは、こうした基礎知識を身につけるうえでももちろん大いに役立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例４】愛知教育大学 教育学部 中等教育教員養成課程、技術専攻（2019 年度・前期） 

 （下線部 aの）「都市鉱山」とは何かを 200字程度で説明せよ。 

■ ニュース検定（2019年６月実施）３級の問題より 



 

 

 

 

 

 

★例えばニュース検定公式テキストの以下のページで学んだ人なら、次の①～③のような基礎知識がインプットされ

ていたはずです。これらを頭に入れて日々のニュースに接すると、これらの他にも、特別支援が必要な子どもへの

対応▽外国人の子どものキャリア支援▽異なる文化や日本語の壁に苦しむ保護者への対応▽外国人への日本語教

育に取り組む NPOの存在――など、さまざまな課題が認識され、自分の将来の仕事と重ねて考えを深めることがで

きるでしょう。 

①外国籍の子どもは就学義務がなく、対応が自治体に委ねられている。多くの就学不明児がいる。 

②外国人の子どもや留学生らへの日本語教育の必要性が指摘され、支援が求められている。 

③入管法の改正で、労働の担い手として外国人が増えると予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例５】愛知教育大学 教育学部 教育支援専門職養成課程（2019 年度・前期） 

 （～この文章を読んで）自分がなりたい専門職を想定して、外国籍の子どもおよび外国にルーツをもつ

子どもを含む「外国人の子ども」とその保護者に対して、どのような支援が求められるのか。そのために

大学では何をどのように学びたいか、400字以内でまとめよ。 

■ 公式テキスト発展編 p80 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ニュース検定公式テキストの以下のページを読んでいれば、「未成年者の取消権」とは「法定代理人の同意を得ず未

成年者が単独で結んだ契約は、原則として取り消すことができる」、という未成年者が持つ権利のことだとわかり

ます。成年年齢の引き下げで、その権利を失う 18、19歳が消費者被害に遭いやすくなる、という課題がわかれば、

消費者教育についてはもちろん、下のコラムにあるような「（新たな）包括的な取り消し権」を定めるなどの提言

をまとめることもできるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例６】大阪教育大学 教育学部 学校教育教員養成課程 小中教育専攻・中等教育専攻、

家政教育コース（2019 年度・前期） 

 2018年６月 13日、民法の改正案が成立し、「年齢 18歳をもって、成年とする」ことになりました。消費

者トラブルに関する図１「契約当事者の相談件数」（引用略）を参考にして、成年年齢引き下げによって想

定される課題について 600字以内で述べなさい。なお、次の言葉を必ず用いること。【未成年者の取消権】

【消費者教育】 

■ 公式テキスト発展編 p72 



 

 

 

 

 

 

 

★例えば以下のようなニュース検定の公式テキストに目を通していれば、認知症の高齢者とその家族には、車の運転

▽預金などの資産管理▽第三者に損害を与えた場合の対応――など、さまざまな課題があることが浮かぶでしょう。

また、国の認知症施策の柱が「予防と共生」であることや、大綱の主な内容も理解することができます。それらを

もとに自分の考えをまとめることができるでしょう。 

 

 

 

 

 

【例７】茨城県立医療大学 保健医療学部（2020年度・前期） 

 高齢者の認知症にどのように向き合っていけばよいのか、これから保健医療を学び医療専門職を目指

そうとしているあなたの考えを、本文を参考にしながら 300字以内で論じなさい。 

   （http://www.ipu.ac.jp/image/RA3B2C1B0B4FCB8F8B3ABCDD128BDD0C5B5A4CEA4DF29.pdf） 

■ 公式テキスト発展編 p95 

http://www.ipu.ac.jp/image/RA3B2C1B0B4FCB8F8B3ABCDD128BDD0C5B5A4CEA4DF29.pdf


 

 

 

 

 

★ニュース検定の公式テキストでは、政府の「人間中心のＡＩ社会原則」をコンパクトにまとめています。「ＡＩの提

案は人が判断する」「ＡＩの利用によって差別があってはならない」などは、ＡＩ時代を生きる基本姿勢といえま

す。具体的に記述する際のヒントになるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例８】国士舘大学 （2020年度・一般入学試験・後期試験） 

 あなた自身ＡＩ時代に生き残るためにどのような対応をしますか。できるだけ具体的に記述しなさ

い。（https://www.kokushikan.ac.jp/admission/undergraduate/past/） 

 

■ 公式テキスト発展編 p90 

https://www.kokushikan.ac.jp/admission/undergraduate/past/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★大都市圏への人口集中は、小論文でよく出題されるテーマです。以下のニュース検定の公式テキストでは、「子ども

が進学や就職を機に、都市部へ移り住む」という人口集中の主な要因をわかりやすく解説しています。 

「人口集中がもたらす悪い点」については、人口が減った地域では 

①学校や商店、鉄道などが廃止されて、生活が不便になる可能性がある。 

②農業などでの助け合いがしにくくなり、産業が衰える。 

③伝統的な技術や文化が廃れる 

と具体的に挙げています。これらをヒントに、人口が集中する大都市圏にとっての良い点、悪い点などを考えてい

くことができるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例９―１】東京農業大学 生物産業学部 自然資源経営学科  

（2020年度・一般学校推薦型選抜） 

 地方から都市部への人口移動が加速化していると報道されている。なぜ都市部に人が集まるのか、そ

の理由について例をあげて、論ぜよ。 

（https://www.nodai.ac.jp/admission/info/suisen/theme/） 

 

■ 公式テキスト基礎編 p23 

【例９―２】獨協大学 経済学部（2020年度・推薦入試） 

 現代の日本における大都市圏への人口集中がもたらす良い点と悪い点について述べなさい。 

（https://nyushi.dokkyo.ac.jp/nyushi/kakomon） 

https://www.nodai.ac.jp/admission/info/suisen/theme/
https://nyushi.dokkyo.ac.jp/nyushi/kakomon


 

 

 

 

 

 

 

★公式テキストの以下のコラムでは、「消費増税分の一部使途を教育無償化へ変更すること」をテーマに「賛成」「反

対」それぞれの立場の意見をまとめています。「無償化で子育てを支援し、出生率を上げる」「無償化で浮いた家計

のお金が消費にまわる」という賛成論、「借金返済を子どもたちに背負わせてしまう」という反対論など、幼児教

育・保育の無償化に対する考えをまとめる上でのヒントになるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例 10】立正大学 社会福祉学部 子ども教育福祉学科（2020年度・公募制推薦入試） 

 2019 年 10 月から幼児教育・保育の無償化が実施されることになりました。このことに関して、「幼

児教育の義務化」と関連させながら、あなたの考えを 800字以内で述べなさい。 

（http://www.ris.ac.jp/examination_information/examination/past.html） 

 

■ 公式テキスト発展編 p37 

http://www.ris.ac.jp/examination_information/examination/past.html

